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さかもとけいいち：マーケティ
ング・コンサルタント。大阪大
学卒業後、旭化成を経て、独
立。渡米し、ニューヨークでコ
ンサルティング会社「Palmtree
Inc.」を設立、現在同社CEO。
著書「スローなビジネスに帰れ」
（小社）、「パーミション・マーケ
ティングの未来」（翔泳社）訳
書など多数。

www.palmtr.com
surf@palmtr.com
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シンプルにいこう

複雑すぎる！

米国から日本に移住するため、久しぶりに帰国したら

驚くことばかりだ。真昼の山手線で大人が熟睡する無防

備な寝顔を見るのも、赤の他人とあちこち体をぶつけあ

いながら歩く渋谷の街にも。歩いていて、いきなり手が

「ぬっ」と出て何かのカードを渡されるのにも驚く。見る

と、近所の居酒屋の割引券だったのだが、たとえ紙とは

いえ、見ず知らずの人からものをもらうことにだれも抵抗

を感じないのかなあ。電車内広告のモデルが同じタレ

ントで、どれがどの商品のものだったか区別がつかない。

これを効果ありと思っている担当者のマインドに驚く。し

かし、中でも一番の驚きは、「社会生活を営むことが複雑

になりすぎてしまっている」ことだ。

新居にはまず電話と、休眠していた番号の権利を復

活させようとした。電話局の人がいろいろ質問してくる。

プッシュ回線とダイヤル回線どちらにするかまではわかっ

た。しかし、それから先、相手の言う意味がわからない。

「番号通知はいかがなさいますか？　ISDNになさい

ますか？　マイラインはどうなさいますか？　電話帳はご

入用ですか？　電話帳に番号は記載されますか……」

忘れたが、ほかにももっといろいろ聞かれたと思う。質

問のたび、意味を翻訳して理解し、答えていくのだが、

あまりに遠くて消化しきれないのだ。マイラインなど名前

は知っていたが、「ひとごと」と思っていたので、じっくり

各社を比較検討していない。

「電話、ひきたいんだけど」「はい、いつ工事しましょう

か」「んじゃ、今度の日曜」「わかりました」のどかな時代

は、一体いつ終わってしまったのだろうか。

テレビを買いに行った。同じ機種でもBS内蔵とそう

でないものがある。プログレッシブ対応？ なんじゃそり

ゃ？　BSを内蔵していれば、例の「中華鍋」は要らない

のかと聞くと、アンテナはいるという。「今度の家では、イ

ンターネットに対応しているケーブルを契約するつもりな

ので、アンテナは関係ないよね」というと、「でも最近のテ

レビはほとんどがBS内蔵です」とのことだ。わけ、わか

らん。「テレビもってきて」「ほいほい。今日はこんな時間

だから、明日でいい？」「いいよ」というわけにはいかな

いのだ。

JRで「Suica」サービスが始まった。ワンタッチで改札

機を通過できるICカードだ。水平に正しくタッチしない

といけないらしいのだが、私はそそっかしいから、まず

間違いなく差込口に入れてしまうだろうなあ。しかも、JR

東日本でしか使えないし、新幹線では使えない。在来線

との接続はどうなるのだろうか。なにしろ説明書が文字

ぎっしり30ページある。乗車の前に読み込んでおかね

ばならない。「ただし○○の場合はご利用になれません」

という「ただし」をアタマの中に入れておかねば。しかし

考えてみれば、「たかが電車に乗る」というただそれだけ

のことではないか。なぜそれだけのために30ページも

の解説書を受験勉強みたいに学ばなければならないの

か。それだけの労力を超えるほどの生活上の便宜がも

たらされるのだろうか。

QOLこそすべて

ビジネスの目的。私は「生活品質（QOL）の向上」だと

考えている。あるサービスが生まれる前と後（before／

after）で、QOLが上がっていること。鍋なしでお湯さえ

あれば、いつでもどこでもインスタントラーメンが食べら

れる。好きな音楽を外でも、歩きながらでも、聴くことが

できる。硯や墨を用意しなくても簡単に筆書体で字が書

ける。テレビ番組を録画できるので、残業平気だ。裏番

組も見ることができる。いちいち地図を広げなくても運

転しながら場所を探すことができる……。これらのシン

プルな便利さを持って生まれた商品をお手本にしたい。

生活者の、ひいては自らの首をしめるような複雑怪奇な

商品はどこかおかしい。シンプルに、いこう。 ill
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